
未だ収束の気配が見えないコロナ禍において、農産展は今回も感染防止に努めての開催となりました。

ご来場の皆様には何かとご不便をお掛けいたしたことと思いますが、多くの皆様にご来場いただくこと

ができましたことに心から感謝申し上げます。 
 

農 産 展 

今年の農産展は、全国の会員・非会員の皆様合わ

せて 50名の方から、穀類・根菜類・葉菜類・果菜

類・加工品など、総数にして 206点の出品を頂きま

した（無肥研の登録生産者は 54農家、圃場面積は

約 43 haで、昨年より 11 ha増）。当日はマスクの

着用や、来場の皆様が密にならないように努める

等、感染に配慮しての開催となりました。 

生産者・研究者・流通関係者・消費者等、いろい

ろな立場の方々がご来場くださり、出品物や、無肥

研の活動を紹介するパネル、調査研究の中間報告

のパネルを熱心にご覧になっておられました。会

場では生産者の方々が情報交換をされながら、ご覧

になる様子が窺われました。口コミで来場された有

機栽培農家の方は、非常に興味深いと熱心にご覧に

なっておられました。また、出品者の方にとっては、

堀江理事長や白岩副理事長から、直接話を伺うこと

ができる貴重な機会となりました。 

 来場の皆様には、今年も無施肥無農薬栽培のお

にぎり（ベニアサヒ）、サツマイモの素揚げ、蕪の

浅漬けの入った試食パックをお渡ししました。無

施肥無農薬栽培の農産物をはじめ、それらの加工

品の即売会も盛況で、毎年この日を楽しみにして

おられる方も沢山来られました。 
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農産展会場の様子 

 

 

 

 



堀江理事長による講評 

本日は無施肥無農薬栽培の生産物をご覧いただく農産展を

開催させて頂きましたところ、北は北海道から南は九州まで、

全国の会員の皆様から 206 点もの無施肥無農薬栽培の生産物

を出展頂きまして、大変嬉しく思います。また、多くの皆様に

ご参加頂きまして、生産物を巡って熱心にご討議頂きありがと

うございました。生産物を見させていただきまして気の付いた

ことを少しお話させて頂きます。 

 

無施肥無農薬栽培を始めて 3年とか 4年というのは、まだ本当の無施肥無農薬栽培の特徴が出ている

とは言い難いと思いますが、中には 50年以上に亘って続けられた圃場、20年、30年の圃場からの生産

物が幾つか展示されていました。いつも驚かされますのは、今日見せていただいた中で、無施肥無農薬

栽培の期間が一番長かった、山科の上田さんの 57 年の圃場で生産された大根とエンドウ豆がありまし

た。57 年経ってもあのような立派な生産物が出来るということに驚かされました。57 年も経つと普通

の慣行栽培とは違った生態系が出来上がって、そこで僅かながらも、ちゃんと物質が循環して、十分持

続性の高い農業が行えるということを実証して見せて頂いた思いがいたします。 

今年の農産展でもう一つ驚かされましたことは、京都市の

農協主催で行われた一般の農家を対象にした品評会で、無施

肥無農薬栽培を始めて 20 年経った畑で作られた水菜が一等

賞になったということです。さらに 20年来、無施肥無農薬栽

培を続けてきた無肥研試験田のベニアサヒという米が京都

市で二等賞に、チンゲン菜が三等賞になりました。無施肥無

農薬栽培の生産物は確かに小ぶりでありますが、一般農家の

生産物と比べて遜色がない、むしろ高い評価を受けたことは

大変嬉しいことだと思います。 

無施肥無農薬栽培圃場というのは一般の圃場と比べて養

分が少ないことは確かですが、その生産物を見させていただ

きますと、乏しい養分環境の下で作物が精一杯、自分の子孫

を残そうと努力した結果がよく表れていると思います。具体

的に言いますと、大根などに一番特徴的に表れているのです

が、自分の体を作る葉っぱは、そんなに大きくないのですが、

次の世代の養分となる根の部分が葉っぱに比べて大きいとか、

それから米でも自分の茎葉はそれほどでもないのですが、次

の世代である米

の割合が高いという、いわゆる籾藁比が高い作物が出来上が

っています。無施肥無農薬栽培の生産物には、非常に厳しい

環境で精一杯、子孫を多く残そうと努力した結果が表れてい

るように思います。そういう意味で本日の農産展では色々な

ことを学ばせていただきました。 

無施肥無農薬栽培というのは、それまで一部の人がやって

いるような印象でした。ですが今年の夏に圃場見学会をさせ

ていただいて、いくつかの圃場を見せていただき、印象が変

わりました。その中で滋賀県の中道さんは、40 haの水田を

 

 

 

 

入賞した水菜、玄米、チンゲン菜 

 

出展 

他の生産者と情報交換される中道様（左側） 

堀江理事長 

 

JA京都市主催秋季農産物品評会 

品評会出展会場の様子 



経営しておられる、滋賀県ではかなり大きな農家さんです。今、日本の農業は後継ぎがいなくて農地が

管理できない農家が増えてきていますが、中道さんはそのような農地を一手に引き受けて、日本農業を

支えておられる方です。その方が 40 haのうち、8 haを無施肥無

農薬栽培に切り替えて栽培されています。そういう大規模農家の

方が、この栽培法を取り入れてやっておられるのが印象的でした。

お話を聞いてみますと、無施肥無農薬栽培が稲作の経営として十

分成り立つとのことです。おそらく無施肥無農薬栽培が経営とし

て成り立っているのは、生産物を購入される消費者の方がおられ

るからだと思います。そういう消費者の方の支持があってのこと

で、それも一過性ではなくて、リピーターの方も多いのではない

かと思います。そういう消費者がおられるということは、おそら

く無施肥無農薬栽培の生産物には、他の一般栽培にない良さがあるということの表れだと思います。無

施肥無農薬栽培が環境に優しいということは証明できるとしても、その生産物が健康に良いかどうかと

いうことを、科学的に調べることは大変手間暇とお金がかかることでして、なかなか難しいことです。

一方、無施肥無農薬栽培の生産物をリピーターとして、好んで食べておられる方がいらっしゃるという

ことは、やはりそこに何かがあると思うのが自然かと思います。そういうことを無施肥無農薬栽培が大

規模農家の経営として成り立つということを示していただいた中道さんから学ばせていただきました。 

 

農林水産省は令和 3年 5月に「緑の食料システム戦略」という新しい農政の方向を出しました。それ

は日本の作物の全栽培面積の 25 ％に当たる、100万 haを有機栽培にしようという途轍もない大きな計

画なのです。そのような新しい農政に対して、この研究会で得られている成果から、色々有益な情報が

与えられるのではないかと思っています。この研究会を益々活性化させて意義あるものにしていくうえ

で、皆様の一層のご協力をお願いいたしたいと思います。 

 

講 演 会 

今回は、宮城県石巻市の米農家の 16代目で、米の生産

歴 40 年の熟練者でおられる太田俊治様から講演を頂き

ました。太田様は、無施肥栽培を実施されて、今年で 15

年(栽培面積 4 ha）になられます。 

 2011年 3月 11日の東日本大震災で大津波による北上川

の逆流で、水田への海水の流入に伴い、塩害が発生しま

した。代掻きと水おろしを 5 回くらい繰り返して塩害除

去をされた結果、無施肥栽培の圃場と慣行栽培の圃場で、

かなりの生育に差があり、太田様の無施肥栽培の水田で

は根の張りがしっかりしていたので、生育に問題もなかったとお話がありました。 

次に一切の施肥をしないで、無施肥栽培を続けると土壌の

特性が改善され、化学的防除を必要としない自然環境が復元

されること、すっきりとした極良食味の米を生産できること、

高収量無肥料栽培のコツについてお話してくださいました。

また、研究を重ねられた米の生産技術と新品種の育成につい

てもお話してくださり、太田様の米作りに対する真摯な熱意

と情熱が会場内に伝わり、参加された方も熱心に聞き入って

おられ、予定時刻を過ぎても質問が止みませんでした。 
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試食懇親会 

会場は人数制限を設けて３年ぶりの懇親会へ

と移りました。懇親会では、白岩立彦副理事長か

ら乾杯の挨拶があり、昨今のコロナ禍で、学会で

も集まれない、フルに活動するというのが難しい

状況ですが、やはり対面での親睦は、オンライン

では味わえない良さがあるとお話くださいまし

た。時節柄、料理は弁当形式になりましたが、そ

の中身は全国の生産者による無施肥無農薬栽培

の農産物をふんだんに用いたメニューで、どれを

頂いても食材の食感や旨味がしっかりと活きて

いました。さらに乾杯のお酒から、デザートのミ

カンにいたるまで無施肥無農薬栽培の作物尽く

しで、すべてが美味でありました。また、参加さ

れた生産者のうち、数名の方から自己紹介や近況

についてお話を頂きました。懇親会は生産者・研

究者・流通者・消費者の垣根なく親睦を深めるこ

とができて大盛況のうちに終了いたしました。 

本会を開催するにあたり、ご協力頂きました皆

様に深く感謝いたしますとともに、無肥研がより

一層発展させていただけますよう、今後ともよろ

しくご支援の程お願い申し上げます。 

 

★ 今後の行事予定 

 総会・研究報告会・懇親会 2023 年 3 月 12 日（日） 予定  

午前中は正会員の皆様にご出席頂き、当会の前年度の活動結果並びにその結果を踏まえた次年度の事

業計画や活動予算等をご審議頂く会員総会を開催いたします。2020年 3月の総会以降、コロナ禍のため

に書面表決という形の開催が続いておりますが、今回こそは一堂に会しての開催ができることを願って

おります。 

午後は会員・非会員に関係なく、どなたでもご参加頂ける当会の事業の柱であります、無施肥栽培の

調査研究の成果をご報告させていただく研究報告会を開催いたします。また、研究報告会につきまして

は、会場にお越しになれない方にも Zoomを用いたオンラインによる参加も計画しております。 

なお、引き続きまして懇親会も併せて計画しております。 

 

 

会報についてのご意見を、

郵便、FAX、E-mail でお寄

せ下さい。皆様のお力で会

報を充実させていきたい

と存じますので、ご協力の

ほどお願い申し上げます。

（編集担当） 
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森本先生(近大)と談笑される理事長 

 

 

 

試食懇親会の会場の様子 

 

意見交換をされる生産者 
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